
宗像の郷「中央学園」宗像市立中央中学校       令和４年度 

学校だより ６月号  教 頭 南 直純 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日（木） 「内科検診」 

３日（金） 「生徒総会」 

６日（月） 「教育相談」～９日(水)まで 「歯科検診」 

７日（火） 「歯科検診」 

９日（木） 「内科検診」 

１０日（金） 「学校の日」 

１５日（水） 「夏季テスト」～１７日（金）まで 

１７日（金） 「避難訓練」 

１８日（土） 「土曜授業」 

２１日（火） 「福岡県学力テスト」 

２３日（木） 「平和学習」 

２４日（金） 「世界遺産学習」（７年生） 

２５日（土） 「中体連夏季大会」(サッカー)～２６日(日) 

２８日（火） 「授業合同研修会」 

２９日（水） 「眼科検診」 

５月２１日（土）、第７６回体育祭を開催しました。今回は、２年ぶりに部活動紹介やＰＴＡ競技等

を復活させた通常のプログラムで行いました。当日は朝から晴れの天気で、９時の開会宣言から生徒会

を先頭にしたブロックごとの行進に始まり、ブロック長の魂がこもった選手宣誓等、今まで新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止対策のため、自粛が続いたうっぷんを吹き飛ばすような生徒の生き生きとした

姿を見ることができました。選手による力強い走りを繋ぐリレー、思わず笑顔になってしまうムカデ競

争、様々な工夫や作戦を駆使した学年競遊等も生徒の活躍が光る体育祭となりました。 

特に、ブロックパフォーマンスは９年生のブロックリーダーが中心となり、縦割りのブロックで７・

８年生を優しくねばり強く指導し、当日はどのブロックも最高の演技を見せてくれました。審査により

表彰されないブロックもありましたが、まさに今年度の体育祭テーマ「万里一空」～チームは４つ 心

は１つ～を体現したものになりました。また、演技だけではなく、様々な係の仕事を一生懸命にする姿

も随所に見られ、「自分たちの体育祭を自分たちで運営する」という気もちも素晴らしかったです。 

保護者の皆様には、「地域テントは立てない」「トラック周辺には個人テントを立てない」「昼食は生

徒と保護者が別にとる」「生徒の応援席には立ち入らない」等、新型コロナウイルス感染症拡大防止対

策のための決まりをたくさんお願いしたにもかかわらず、生徒のためにすべてにおいてご協力いただき

ました。この場を借りて御礼申し上げます。ありがとうございました。 

７年（男子７０名 女子７０名）８年（男子６８名 女子６７名）９年（男子５６名 女子７３名） 合計４０４名 

〒８１１－３４３７ 福岡県宗像市久原２４４番地    TEL３６－２０４１  FAX３７－１３８３ 
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第７６回体育祭！ ２年ぶりに通常のプログラムで行いました！ 

体育祭から１週間も経過しない５月２６日（木）から、９年生は 

１泊２日で京都への修学旅行へ行きました。本来であれば、昨年度、 

２泊３日で行く予定だったのですが、コロナウイルス感染症の感染 

状況が悪化し、２回にわたって延期になりました。体育祭が終わって 

すぐのこの時期でしたが、３度目のチャレンジでようやく行くことが 

できました。生徒は朝６時５０分に集合し、中央中学校を出発しまし 

た。その後、小倉駅から新幹線に乗り、１１時２０分頃、京都駅に到 

着した後、班別自主研修を１８時まで行いました。天気はあいにくの 

雨模様でしたが、生徒は、事前学習を行っていた京都の寺社・仏閣を 

訪れ、日本の歴史や文化への理解を深めることができました。また、 

２日目は、伏見稲荷や清水寺を訪れ、清水の舞台の高さに驚いたよう 

でした。９年生は、修学旅行・体育祭・生徒総会と行事が重なり、準 

備等が大変だったと思います。今後、修学旅行を通して学んだことを 

これからの行事にも発揮してほしいと思います。 

３度目のチャレンジ！修学旅行に行ってきました。 

中央中学校では、年２回、管理職と教務主任による授業訪問を行っています。 

目的は、教師の授業に係る課題解決を図り、授業改善を推進するためです。 

５月２５日(水)は７年４組の社会の授業を参観しました。この日は、世界各地 

の時差について知ることで、日本と世界各地の地球上における位置関係を理解 

できるようになるための授業でした。生徒たちは、世界各 

国のライブカメラ映像を見たり、学習プリントを使って時差の計算をしたりしな 

がら、学習を深めていました。「時差の歌」という時差の計算をする手順が盛り 

込まれた歌詞の歌を担当の吉積先生が披露する場面では、歌い上げた吉積先生に 

対して生徒達からあたたかい拍手が起こっていました。 

授業訪問を行っています。 


